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自己紹介

• 椋本 哲也（むくもと てつや）
– 情報科主任教諭

– 水泳部、コンピュータサークル顧問

– デジタル総務部主任

– 東京都高等学校情報教育研究会
• AI活用検討委員会 委員長

– 東京都教育委員会設置の開発委員会
• 効果的な生成AIの活用委員会 委員



学校紹介

• 東京都立小岩高等学校
– 江戸川区にある全日制普通科高校

– 1学年9クラス、生徒数1,000名を超える大
規模校

– 学力は都立高校のど真ん中

– 大学進学6～7割、専門学校2～3割、

就職その他1割程度

– DXハイスクール（2024,2025)

– 生成AI研究校（2023,2024)



デジタル化 vs DX

デジタル化（手段）

便利な道具への置き換え

• 紙の資料 → PDF配布

• 板書 → プロジェクタ投影

• 教科書 → タブレット閲覧

DX（変革）

仕組みと価値の変革

• 提出物 → Forms & DB連携・分析

• 一斉授業 → 個別最適な学び

• 単なる記録 → データ駆動型戦略

GIGA第1期

「デジタル化」は概ね達成

次のステップ

「授業OS」のアップデート



「全範囲自由進度学習」とは

01

小学校での実践
「単元内自由進度学習」は

小学校の事例が豊富

02

中学・高校の課題
中学・高校での事例は少ない状況

03

本校の取り組み
高校の事例として、本校の「全範囲自由進度学習」を紹介



全範囲自由進度学習の特徴

複線的な学習構造

教科書を再構成し、「どこから」「どの順番で」学ぶかを生徒自身が決定

生徒一人ひとりが自分に最適な学習経路を選択できる環境を実現

一斉授業からの脱却

指示通り正確にタスクをこなすトレーニング（一斉授業、授業規律）

画一的な進度ではなく、生徒一人ひとりの興味・関心や習熟度に応じた学び



自由進度を支えるICT

テクノロジーが実現する新しい学びの形



1. CBT (Computer Based Testing)

Before：一発勝負の紙テスト

実施形式：

「一斉実施・一発勝負」点数が
確定して終わりとなりがち

課題：

• 採点と返却にタイムラグがあり、

記憶が鮮明なうちに復習できない

After：満点合格とグリットの育成

実施形式：

「10点満点を取るまで終わらない
（何度でも再受験可）」

成果：

満点を取るまで粘り強く挑戦し続ける
知識の定着だけでなく、やり抜く力が
自然と養われる



学習ダッシュボード

Before：進捗のブラックボックス化と教員管理

状況：個別学習では、誰がどこまで進んでいるかが見えにくく

なる（ブラックボックス化）。

指導スタイル：教員が進捗を管理・叱咤激励（外発的動機）。

生徒の心理：「先生に言われるからやる」という受動的な姿勢

になりやすい。

After：データの可視化と自己調整学習

状況：自分の進捗、クラスの平均、合格数などがリアルタイムでグラフやメー

ターとして可視化される。

指導スタイル：教員はデータをモニタリングし、必要な生徒への個別支援に徹

する。

生徒の変容：データを見て自ら遅れに気づき、学習計画を修正（PDCA）。粘

り強い自己調整と内発的な動機が育まれる。



「口頭試問」による深い学び

狙い

単なる暗記（知識）から、自分の言葉での説明（深い理解）への転換

生徒同士の試験実施

生徒が作問し、出題者となることで、理解が一層深まる

AIの役割

作問時の壁打ち相手として活用し、知識の曖昧さを解消

評価DX

実施動画を提出し、教員は事後確認することで質を担保します。



深い学びに誘う「口頭試問」
生成AI活用①

Before：
暗記と受動的な解答

学習の質：

キーワードや定義の「暗記」が中

心。ペーパーテスト等で知識の有

無を問う形式になりがち

生徒の役割：

教員からの問いに答える「受動的」

な立場

課題：

表面的な知識にとどまり、本質的

な理解（自分の言葉での論理的な

説明）まで到達しにくい

After (With AI)：
対話と能動的な作問

学習の質：

自分の言葉で説明し、相手を納得

させる「深い理解」への転換。

生徒の役割：

生成AIを相手に作問を行い、生徒

同士で試験を実施する「能動的」

な出題者（教える側）へ。

AIの活用：

「壁打ち相手」としてAIを活用。

知識の曖昧さを解消しながら質の

高い問いを作成するプロセス自体

が学びとなる。



要件定義から入る
「プログラミング学習」
生成AI活用②

Before: 暗記中心

正しい構文の暗記に終始し、エラーで挫折。本質的なロジックに

辿り着けない生徒が多数。

After: 要件定義と修正

「何を作りたいか」を言語化（要件定義）し、AIが生成したコ

ードを読み解き、修正するプロセスへ転換。

成果

論理的思考力の向上と、「動く」体験の保証を実現。



成果と今後の展望

授業のDX化は生成AI活用の土台
生徒の変容：「教わる対象」から「自ら学ぶ主体」へ

デジタル化は「手段」であり、DXこそが「変革」

予測困難な社会を生き抜く力
「全範囲自由進度学習」は、予測困難な社会を生き抜く

ための強力なフレームワーク

GIGA第2期・新指導要領を好機に
GIGA第2期・新指導要領で授業OSのアップデートを



ご清聴ありがとうございました
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